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研究成果の概要（和文）：わが国では文部科学省が，「幼児期運動指針」で「様々な遊びを中心に毎日合計60分
以上楽しく体を動かす」という目標を掲げているものの，具体的な推奨値が設定されていない．そこで本研究
は、運動能力（質的、量的評価）、日常の身体活動量、生活習慣調査，生活行動記録との関連を明らかにし，
「幼児期運動指針」への具体的な推奨値を作成するための基礎研究を行った。

研究成果の概要（英文）：Japanese Minstar of Education, Culture, Sport, Science and Technology 
reported an active guideline in Japanese preschool children. However, this exercise guideline 
reported a few evidences. Therefore, the purpose of this study was to determine the relationship 
between motor ability, daily physical activity, lifestyle habit, and living activities in Japanese 
preschool children. These findings suggested recommending exercise guidelines in Japanese preschool 
children.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
国際的な子どもの身体活動量のガイドラインでは，「1日に少なくとも60分以上の中高強度以上の身体活動」を
推奨しており，多くの国々で採用されている．しかし，わが国において幼児の身体活動量については，具体的な
推奨値が設定されていない．日本人の子どもの身体活動量は，諸外国とは異なる生活環境であることから，日本
人の幼児の身体活動量と健康関連指標との関係を検討するためには，日本独自の調査と対策が必要であり（田中
ら, 2015），日本人幼児の身体活動量の推奨値の作成は急務であると考える．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
（１）子どもの体力低下が、問題となっている。運動能力は、運動がどれくらいできたかとい
う記録など量的な指標で評価されてきた。しかし、子どもの動きは、ぎごちなさや身のこなし
の悪さ（転んでも即座に手を付けない、うまく身かわせないなど）といった動作の質の低下の
問題も指摘されており、量的な指標では十分ではなく、「どのように動いているか」という質を
評価する視点で、動作を捉えることが重要である（佐々木ほか、2014）。質の悪い動きは、素
早い身のこなしが出来ないことによる転倒や怪我にも繋がり、運動無能感を引き起こし、運動
嫌いに陥り、身体活動量不足を招く。質の高い動きを獲得することは、運動有能感が得られ、
活力ある日本社会の基盤をつくれるものと思われる。 
（２）わが国では、2012年 3 月「様々な遊びを中心に毎日合計 60 分以上楽しく体を動かす」
という目標を掲げ幼児期運動指針を策定した。国際的な子どもの身体活動量のガイドラインで
は、「1 日に少なくとも 60 分以上の中高強度以上の身体活動」を推奨しており、多くの国々で
採用されている。しかし、わが国において幼児の身体活動量については、具体的な推奨値が設
定されていない。わが国の幼児の身体活動量推奨値の作成は、急務であると考える。 
 
２．研究の目的 
わが国では文部科学省が、「幼児期運動指針」で「様々な遊びを中心に毎日合計 60分以上楽
しく体を動かす」という目標を掲げているものの、具体的な推奨値が設定されていない。本研
究は、幼児の運動能力（質的、量的評価）、日常の身体活動量（歩数、座位行動時間、低強度活
動時間、中・高強度活動時間、高強度活動時間、１回あたりの座位行動持続時間、中・高強度
活動持続時間）、生活習慣調査、生活行動記録との関連を明らかにし、「幼児期運動指針」への
具体的な推奨値を作成するための基礎研究を展開することを目的とした。 

 
３．研究の方法 
 本研究は、4歳から 6歳の幼児を対象に運動能力（質的、量的評価）、日常の身体活動量（歩
数、座位行動時間、低強度時間、中・高強度活動時間および１回あたりの座位行動持続時間、
中・高強度活動持続時間）、生活習慣調査、生活行動記録との関係を明らかにする。 
（１）加速度計の妥当性の検証、加速度計を用いた生活活動別の運動強度の推定を行った。 
（２）①運動能力（運動の動きなど質的な評価である運動能力測定、タイムなど量的な評価で
ある運動能力測定）、②日常の身体活動量、③生活習慣調査、④生活行動記録の調査を実施し、
それらの関連性について検討した。 
 

４．研究成果 
（１）幼児を対象にトレッドミル多段階漸増運動負荷テスト中における加速度計の運動強度お
よび歩数の評価について検討した。日本社製および外国社製の加速度計は、酸素摂取量と有意
な関連認められた。加速度計は、酸素摂取量と有意な関連が認められたことから、中強度およ
び高強度身体活動の加速度計のカットオフポイントを明らかにした。またトレッドミル多段階
漸増運動負荷テスト中における実測の歩数と加速度計の歩数の差は、歩行速度が遅い場合、両
者の差が大きく、歩行や走行速度の増加に伴い、歩数の精度が向上するという同様の結果を示
した。これらの結果は、幼児を対象とした加速度計の歩数の評価として、新たな知見となるこ
とが示唆された。 
（２）①運動能力（質的、量的評価）は、運動能力測定を行い、幼児の運動能力を明らかにし 
た。②日常の身体活動量は、加速度計を用いて 1週間 24時間連続して測定し（入浴、水泳以 
外）、歩数、座位活動時間、低強度活動時間、中・高強度活動時間、高強度活動時間、中・高強 
度活動時間を明らかにした。③生活習慣調査は、子どもやその保護者の生活習慣、生活環境ア 
ンケート調査を実施し、スポーツ実施状況、睡眠時間、居住環境、食生活などの生活環境を明 
らかにした。④生活行動記録は、生活行動を分単位で調査し、登園中および降園後の活動を明 
らかにした。 
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